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江 戸 の 歌 舞 伎 で は 、 花 形 役 者 に よ る 舞 踊 の 場 面 に 河 東 節 や 長 唄 、 常 磐 津 ・

富 本 ・ 清 元 節 な ど 、 多 彩 な 音 曲 が つ か わ れ 、 華 や か な 見 せ 場 と な っ て い た 。

そ れ ら の 音 曲 の 歌 詞 は ３ ～ ５ 丁 ほ ど の 小 冊 子 と な り 、薄 物
う す も の

正 本
し ょ う ほ ん

と よ ば れ て 、

せ り ふ 正 本 と と も に 芝 居 茶 屋 や 絵 草 紙 屋 か ら 配 ら れ た 。  

 

こ れ ら の 音 曲 正 本 は 、享 保 頃 か ら 明 治 期 ま で 刊 行 さ れ て お り 、伝 本 も 多 く 、

江 戸 歌 舞 伎 に お い て 音 曲 が ど の よ う に 展 開 し て い っ た の か 知 る た め の 重 要

な 手 が か り と な る 。 本 発 表 で は 、 正 本 の 版 行 形 態 を  

通 し た 、 長 唄 と 浄 瑠 璃 の 違 い に つ い て 述 べ て み た い 。  

 

〈長 唄 正 本 とは〉               
長 唄 正 本 は、座 に所 属 する囃 子 方 が演 奏 し 

た音 曲 の歌 詞 を載 せたもの。 

  唄 方 ではなく、座 元 と提 携 する版 元 から刊 行  

される点 に特 徴 がある。 

 

〈浄 瑠 璃 正 本 とは〉 

   浄 瑠 璃 太 夫 は歌 舞 伎 の座 に所 属 しない。 

  歌 舞 伎 に用 いられる代 表 的 な浄 瑠 璃 には、 

  江 戸 浄 瑠 璃 では河 東 節 、 

豊 後 系 浄 瑠 璃 の常 磐 津 ・富 本 ・清 元 節 がある。                   

浄 瑠 璃 正 本 は太 夫 と提 携 する版 元 から出 る。  

 

【視点】  
・ 奥 書 に み る 作 者 校 訂譜 のあ り方  

   ・ 版 行 の 権 利 （ 芝 居 番 付 との共 通性 ）  

   ・稽 古 本 の 需 要 に よ る 再 版の出 方   

   ・ 座 元 系 版 元 と 浄 瑠 璃既 存版 元 の競合  

・ 天 明 期 以 降 に お け る 長 唄 正 本 の 株 板 化     
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